
■定価／年間860円（会員の講読料は会費の中に含む）

発行／日本労働組合総連合会
長野県連合会

発行人／根橋　美津人

2015.10.30

No.377

あ
な
た
の
仕
事
は
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
で
す
か
？

実
現
し
よ
う
！
安
心・安
全
の
職
場
。広
め
よ
う
！
ディ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

【10月】

私たちの働く環境、まちがっていませんか？
地域別最低賃金周知・ディーセントワーク

街頭行動を実施！
連合長野

は、10月20日
（火）夕刻、
ITUCが 提
唱するディー
セント・ワーク
世 界 行 動
デー街頭行
動を構成組織、地域協議会との連携のもと取
り組んだ。中山会長や根橋事務局長らが弁
士となり、政府が進めている労働者保護ルー
ル改悪の危険性を訴えるとともに、すべての
労働者が一体となって、最低賃金の引き上げ
や格差是正に向けた取り組みなどを通じて、

「働きがいのある人間らしい仕事」や「働くこと
を軸とする安心社会」実現の必要性を訴えた。

また、10月1日より長野県最低賃金が18円
アップの746円に改定されたことを受け、「最
低賃金遵守と更なる引き上げを求める街頭ア
ピール」も実施し、「長野県の最低賃金は746
円。これでは1ヶ月働いても12万円、年収で
149万円にしかならない。これでは到底生活で
きず、地域間
格 差も拡 大
する一方だ。
連合は、少な
くとも800円
の水準に、そ
して 誰 でも
1,000円をめ

ざしていく」とアピールした。
国際労働組合総連合（ITUC）は、公正で

持続可能な社会の実現に向けた取り組みの
一環として、2008年より10月7日を『ディーセント
ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）世界
行動デー』と定め、加盟組織に世界一斉行動
の実施を呼びかけている。

今年は、10月をディーセントワーク月間とし、
すべての人にディーセントワークが保障される
社会基盤整備の必要性を訴える街頭アピー
ルや集会での周知・行動に加え、第27回定期
大会では、参加者全員で「Decent Work for 
All!（すべての人にディーセントワークを！）」と
唱和して立ち上がる｢アクション｣も行った。

連合長野第27回定期大会
ディーセント・ワーク2015アクション

みな人間らしい仕事をする権利がある！
もちろん、あなたもその一人です！

最低賃金遵守と引き上げ、働きがいのある人間らしい仕事の実現を訴える中山会長と根橋事務局長



連合長野・青年委員会は構成組織・地域を越えた
若手組合員の意見交換・交流推進をはかるため、10
月17日（土）18日（日）にかけて「ユースラリーin東京」
を開催。各構成組織から30名が参加した。

今回は、東京宝塚劇場・国会議事堂（衆議院）と
ヤマト運輸の「羽田クロノゲート」を見学した。

東京宝塚劇場の訪問は、羽田雄一郎参議院議員
の提案により実現し、劇場に羽田議員が同行し議員
自ら宝塚の説明をもらった。

また、国会議事堂の見学は篠原孝衆議院議員の
紹介で衆議院側の見学が実現でき、案内は羽田議
員が行った。参加メンバーに国会の現場の雰囲気を
体感してもらった。

二日日は、ヤマト運輸労組の紹介により羽田クロノ
ゲートを訪問。見学コースで、宅急便をはじめとした物
流のしくみや、物流の未来「バリュー・ネットワーキング」
構想を、 実際の設備や展示、アトラクションを通して体
感した。

羽田議員との懇談時に参加者からは、「次期参院
選に向けて、周囲の方々にどのようにメッセージを出し
ていくべきか？」、「国会対策副委員長の役割、仕事の
内容は？」、「労働者派遣法など、労働法制については、
メディアでなかなか取り上げられないが、もっと発信して
ほしい」など、様 な々鋭い質問を投げかけていた。

普段訪れることのない施設の見学や国会議員と
の意見交換等、大変有意義な2日間となった。

もっと広げよう地域・業種を越えた仲間の輪

みつめよう　つなごう　創り出そう
～明日の連合運動を みんなの力で～

「青年委員会ユースラリーin東京」を開催



連合長野ニュース No.377【10月】

マリ共和国は西アフリカで食糧と水不足が最も深
刻な国の一です。国土の4分の3が砂漠に覆われてお
り、農作物も天候に左右されることが多く温暖化の
影響もあり、年間の降水量も日本の１日分である。

安曇野田は国民運動・環境委員会メンバー中心に
9月22日に、長野田は長野地協幹事会と農団労なが
の農協労組で10月3日に、上伊那田は農団労上伊那

労組と上伊那地協幹事会で10月３日は収穫祭のみ
行われた。

収穫量は安曇野と長野は300kgを越え、上伊那は
雑穀が多くなり240㎏と昨年より80kg減少した。

国際協力田米の発送式は来年1月に行う予定で、
船便でマリ共和国へ発送される。

（国民運動・環境委員会）

本年も、アフリカのマリ共和国へ支援米を送る『国際協力田運動』の収穫を行った。
連合長野国民運動・環境委員会では６年目となり、安曇野と長野協力田の稲刈りと脱穀が
天候に恵まれ予定通り終了した。上伊那は、雑穀が多く事前に収穫を終えていたためメッセー
ジの記入を行い、収穫を祝った。

“貧困と格差”をなくすために私たちにできることは何？
行動の輪を広げる「2015国際協力田活動」を実施しました！

長野協力田（10月３日）上伊那協力田（10月３日）安曇野協力田（9月22日）



連合長野ニュース No.377【10月】

全労済長野県本部（長野県労働者共済生活協同組合）

全労済公式キャラクター

「ピットくん」

連合長野の森・キハダ林除伐作業
連合長野国民運動・環境委員会は、10月28日「連

合長野の森」キハダ植栽林（0.25ha）の白樺など雑
木の除伐作業を長野地協幹事会合同で実施した。

小林副会長をはじめと
した国民運動・環境委員会
と、長野地協幹事会を合わ
せた23名が参加。森林労
連・北信森林管理所の
方々の指導の下、皆で協力
し除伐作業を行った。

来年はブナ林の除伐を計画している。
（国民運動・環境委員会）

「食料・雇用・格差問題」を訴え、そ
の課題解決に向けた取り組みの強
化をはかるべく、連合長野国民運動・
環境委員会は、10月16日の「世界食
糧デー」に合わせ、長野・松本の駅
前において街頭行動を実施した。

日本の食料自給率は、供給熱量
（カロリー）ベースで39％まで低下しており、日本人が
食べる食料の6割以上を外国に頼っている。

また、地球では8人にひとり8億4200万人が慢性的
な飢餓に苦しみ、健康的な生活を送るために必要な
栄養を十分摂取できていない人は20億人にも上がる。

長野駅前では、中山会長・美谷島フードバンク信
州副理事長・埋橋県議会議員が、松本駅前は、根
橋事務局長・佐藤松本広域議長・下条民主党第２
区支部代表が弁士となり、JA長野産のエノキ茸とチ
ラシの配布を行い、世界の飢餓根絶と日本の食料自
給率向上等
を訴えた。

日本の食料自給率？？知っていますか？
「世界食糧デー街頭行動」


